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○ 坂東会長あいさつ 

“切り拓け 新時代に向けて” 

新年おめでとうございます。年頭にあたりご挨拶を申し上げます。 

昨年は組合員の皆様方には本会の業務運営にご理解・ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。 

本年もまた引き続き熱いご支援を賜りたくお願い申し上げます。 

２０２０年に向かって、林業復活を都市で拡げる木材利用、新たな国産材需要の創出と原木安定供給体

制の構築を国の施策の両輪として、林業の成長産業化を目指す方向で暫く国の様子を見守ってまいりまし

た。 

 昨年度は公共建築物等木材利用促進法の改正、森林環境税の創設、そして、木材利用を推進するため国

土交通省では建築基準法の改正を目指しました。 

 地球環境温暖化対策としての森林の有効な利用推進、環境の持続可能性を維持するために緑は大切なも

のです。 

 経済はアベノミクスの安定的な運営で緩やかに回復しているといわれていますが、中小企業の多い木材

産業には実感を伴わないものとなっています。 

 新設住宅着工数はここ数年９０万戸台で堅調に推移していますが分譲住宅・貸家など企業が生産する住

宅が主流となり、従来の木材流通の形態は変化し，所謂、中抜けが顕著となり、業界の中にあって景気の

見方は分かれてきています。 

 本気で新築住宅依存の考え方を修正し、増改築、中古住宅、集合住宅全体を改修するイノベーション事

業がこれからの成長分野と考えられます。 

また、非住宅分野への木構造、木質化の進展はいよいよ正念場を迎えます。 

 国産材を中心とした木材需要の創出は業界の使命であり、時代の要請に向け、常に自助努力が求められ

ます。 

 平成は３０年で終了、明治維新から１００年、節目の時代に立っています。３０年前（１９８９年）は

ソ連のペレストロイカ、イランのホメイニ師の死亡、ベルリンの壁の崩壊、中国の天安門事件のあった重

大な歴史の転換の始まりでありました。 

 今、日本は少子高齢化の世界のトップランナーでありますが、これを逆手にとり、働き方改革を実行し

、シニアの活用、女性の活躍をビジネスに取り込み、新時代の準備に入っていく年になりそうです。 

 結びに、本年も皆様の企業のご繁栄とご健康・ご多幸をお祈り申し上げます。 

 

○ 彩の木補助事業 

 今年度は平成29年8月末日をもちまして予算枠に達しました。 

  件数 210件  補助金額 43,351千円（206千円／件） 

 会員の皆様にはご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

 引き続き事業が継続し、予算枠が拡大するよう埼玉県へ要望を行っております。 

 情報が入り次第、県木協のホームページ（http://www.mokkyo-saitama.jp）でお伝え

いたします。 

     

○ さいたま県産木材認証セミナーの開催について 

  次のとおり開催いたしますので、皆様の参加をお願いいたします。(定員：１８０名) 

  １ 開催日時  平成３０年２月１６日         １３：５０～１６：３０ 

  ２ 開催場所  さいたま市南区役所 サウスピア８階「多目的ホール」 

http://www.mokkyo-saitama.jp/


 

   第１部 講演会                   １４：００～１５：３０ 

       演 題 「新・今さら人には聞けない木のはなし」 

       講 師  林 知行氏（秋田県立大学 木材加工研究所 所長兼教授） 

   第２部 さいたま県産木材認証研修会         １５：４０～１６：３０ 

      「さいたま県産木材認証制度について(新規・更新研修会)」  

       事務局：秋山輝次（一般社団法人埼玉県木材協会） 

  ※お申込み方法 ＷＥＢ（http//www.mokkyo-saitama.jp/seminar-entry）又はＦＡＸ 

   お問い合せ  さいたま県産木材認証センター  ＴＥＬ ０４８－８２２－２５６８ 

 

〇 第５２回全国木材産業振興大会について 

   今年度は平成29年11月9日(木)に奈良県奈良市の「なら１００年会館」において開催されました。 

   大会では、～ひとにやさしい木の文化と社会をめざして～ を副題として、木材の復権を確実と

するため、安全・安心な木材の安定供給体制を整備するとともに、木材利用の大幅な拡大を実現する

運動を進める宣言決議が採択されました。 

   また、表彰式では、県木協副会長の金子真治氏が全木連会長賞を、前理事の笠原敏之氏が全木協

連会長賞を受賞されました。お二方には受賞、誠におめでとうございます。 

 

〇 クリーンウッド法について 

  ５団体が登録実施機関として登録（平成29年10月17日）されました。お問い合わせは、事務局まで 

 

〇 良質な住宅・建築物の取得・改修に関する最近の支援制度の説明会（国土交通省主催） 

  H３０税制改正に盛り込まれた新規制度、省エネに関する制度など  

  日時 ２月１９日（月） 午前１０時から１２時  

  場所 JA共済埼玉ビル ３F 大会議室  申込み：良質な住宅に関する最近の支援制度説明会 ホームページ 

 

〇 木育サミットin秩父 

  日時 ２月２４日（土） 午前１０時から午後４時４５分 

  場所 秩父市 秩父宮記念市民会館 申し込み：木育サミット で検索 

  

〇 今後の予定 

日 付 行  事 場 所 

H30.1.15 知事と農林水産団体長との賀詞交換会 知事公館 

H30.2.6 第8回新たな木材利用「事例発表会」 東京木材会館 

H30.2.8 JAS展表彰式 ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾙ市ヶ谷 

H30.2.16 さいたま県産木材認証セミナー 南区役所サウスピア 

H30.3.28 中大規模木造公共シンポジウム さいたま共済会館 

H30.3.29 全木連、全木協連、木退共、全木政連合同会議 東京木材会館 

H30.4.27 顧問・役員・理事会 埼玉県林材会館 

H30.5.15 全木連、全木協連、木退共、全木政連総会 メルパルク東京 

H30.5.18 第57回埼玉県木材協会通常総会 さいたま共済会館 

〇 訃 報 

   埼玉県木材協会元専務理事 萩野俊晴 様（享年７７歳）におかれましては、平

成29年12月6日にご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 ご意見等ございましたらお寄せください。 

               一般社団法人 埼玉県木材協会（事務局 宮島） 

                電話 048-822-2568  FAX 048-824-0720   


